
河口堰ゲート自動制御

システム

同.民生i古の｢FtJ上と工業の発展に伴い

水需要は牛々増加の一途にあり,昭和

50年度の水需要は年間約660億m3で,今

後10年間に270憶m3の増加が見込まれ

ている｡このため｢限りある水を有効

に管理する+ことが必要であり,沖J川

の総イナ開発が進められている｡

中でもブリ=け匡は,水の需要の多し､f叶

川の下流.流.1或にあり､海に捨てられる

べき水を貯えて,有効に括和すること

をH的とL,その働きが重視されてい

る｡しかし,その反向,河仁け匪の制寺卸

は,塩分の除二た,潮の干満に伴うゲー

トの制御など手数のかかることか多く,

｢′】動化が進められてきた｡

R‾社製作所は,既に徳Jごエの今切川河

Lけ瞳(水発音横間発公川),松浦川河口堰

(九州地方建設んJ)の日動制御システム

をそれぞれ納入しているが,/卜【叫,既

設の/卜り川けけL_け匪と新設の旧‾ナfサ‖11沖J

=け匪の総でナ的なl′†動;別御システムを,

水資源開発公団に納入した｡

本システムは,管理所に設帯された

HIDIClOOにより今一切川河口上陸をr別御

するとともに,"SUPERROL-340C''

を介して旧吉野川河Ⅰ‾け匪をもF別御する｡

また,堰上流.の雨量,水位,塩分渡度

を無線テレメータで収集し,順の制御
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に供する｡

?可U士膜の∈別子卸‾万上七は､一般的に次の

4‾方式に大別され,乍節や潮の状態な

どにより通有快い分ける

(1)左水位制御

士匪I二流水位を堪呼水位に佃さっよう､

水位変化から流量を推定してゲート

を別子卸し,丁荏7既糊の取水のノ左て右をトメ1る｡

(2)塩分除去

海=より浸入する塩分が,舟行が通過す

るための間門推作によって_1∴水,工業

川水,農業川水の取水地止で規制値以

十.の膿性で検Hされた士易′ナ,ゲート下

部より放流Lて塩分を除去する｡

(3)山水時の制御

J†1水時には_卜流の観測J叶よりテレメ

ータで流入量を′乏イて言L,甲-[1にケ㌧-ト
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をf識いて.リi水に帖える｡

(4)干満御価】

潮の干満によるゲ【トの制御で,濡

て既期(3H～9H)は5‖問を培J期と

Lて,3 ‖Fi馴ま川水収水のためゲート

を閉じ溢水付二に伯卜J(〕城リ2I川り及び

_桔i電i既期(10JJ～2†‾J)は低湿地の排

水のため,退潮時だけ放流する｡

なお,綾雉な十満r別御のため,大‾丈

潮に乞も象潮をノ州昧した潮位予測や,l雨

量かご〕の流州‾予測,水系の解析などの

研究開発を行ない,この仲のf･-J川削御

に供している-1

水嵩曹の増加にイ備えて,仝拝1各地で

沖Jl_り障の埋設が進められるとともに,

本システムの適糊もますます怯んにな

るであろう｡
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